
【会 期】 ２０２４年（令和６年）

 トレードデー １０月１６日㊌～１8日㊎
 トレード・パブリックデー １０月19日㊏

【会 場】 東京ビッグサイト　西展示棟　全館

【主催】 一般社団法人　日本航空宇宙工業会
株式会社　東京ビッグサイト

出展のご案内
名　称：2024国際航空宇宙展
会　期：2024年（令和6年）
  トレードデー 10月16日㈬～18日㈮
  トレード・パブリックデー 10月19日㈯

◆ 小間規格について ◆
1.　基礎小間

隣接する小間がある場合、境界
を仕切るバックパネル、サイド
パネル、小間番号札を主催者の
負担で設置します。
※カーペットはありません。
※独立小間にはパネルは設置しません。

また角小間など隣接する小間のない場
合、サイドパネルは設置しません。

2.　小間規格（基礎小間のみ）
小間は以下の3種類があります。
●並列（シングル）小間
●複列（ダブル）小間
（4小間以上）
●独立小間
（10小間以上）

3.　小間位置
各出展者の出展小間位置の決定は、ゾーニング、出展分野、小間の
大きさ、過去の出展回数等を勘案し、主催者が決定します。

1.　申込締切

2.　申込の保留・取り消し
出展内容が本展示会の趣旨にそぐわないと判断した場合、主催者
はその受付を保留または取り消すことがあります。

3.　出展小間料金の支払い方法
主催者が申込内容を確認後、請求書を発送します。

4.　キャンセル料
原則、出展の取り消し・変更はできません。
申込者による取り消し・変更がある場合、下記のキャンセル料が発
生します。

◆ 申込み方法について ◆

◆ スケジュール ◆

2024国際航空宇宙展 公式ウェブサイトからオンラインでお申込みくだ
さい。

2024国際航空宇宙展　公式WEBサイトURL
https://www.japanaerospace.jp/

◆ 申込締切及び出展小間料金の支払い方法について ◆

◆ 出展小間料金について ◆
1.　出展小間料金

⑴ 一般（国内・海外）　　　  560,000円（税別）／1小間（9㎡）
⑵　一般社団法人日本航空宇宙工業会の正会員及び賛助会員

 532,000円（税別）／1小間（9㎡）
⑶　官公庁、自治体、NPO法人、独立行政法人、学校等の公益法

人、団体、海外大使館　　  504,000円（税別）／1小間（9㎡）
⑷　室内大型展示（実機またはモックアップの展示物を室内に展示

するに当たり、36㎡以上のスペースを必要とする場合、展示物
の小間面積に対してのみ） 392,000円（税別）／1小間（9㎡）

　（注）1小間＝9㎡（間口3ｍ×奥行3ｍ、高さ2.7ｍ）
　（注）詳細はP13出展規則をご参照ください。
　（注）パッケージブースについては後日、案内いたします。

2.　出展小間料金に含まれるもの
⑴ 出展小間スペース（バックパネル、サイドパネル、小間番号札）
⑵ 招待券（出展小間数に応じた規定枚数）
⑶ 主催者による企画運営費および広告宣伝費
⑷ 会場案内図および各種印刷物等への社名掲載
⑸ 主催者による安全管理費、要員費および警備費（小間内警備除く）

3.　出展小間料金に含まれないもの
⑴ 出展者の自社小間の装飾、設営、運営費
⑵ 自社小間内の電気、水道、ガス等設備工事費および使用料
⑶ 各種印刷物等への広告掲載料
⑷ 自社出展物などに対して付保した損害保険料
⑸ 展示・実演および搬入出作業の際に発生した対人傷害などの事

故にかかる費用
⑹ 法令および出展規則に基づく展示装飾等の改修費用
⑺ その他、出展小間料金に含まれない費用

並列（シングル）小間・4 小間例

バックパネル

3m

2.7m

12m3m

サイドパネル

複列（ダブル）小間・6 小間例

6m

9m
6m

2.7m

サイドパネル

小間番号札

基礎小間（9m2）

2.7m

3m3m

2024年4月30日㈫申込締切

2024年5月31日㈮支払期限

書面によるキャンセル通知を主催者が受領した日

2024年5月31日㈮まで
2024年6月 1 日㈯以降

キャンセル料
出展小間料金の10％
出展小間料金の100％

2023年5月 出展募集開始

2024年4月30日㈫ 出展申込締切

2024年5月31日㈮ 出展小間料金支払期限

2024年7月頃 出展者説明会

2024年10月14日㈪～15日㈫ 搬入

2024年10月16日㈬～19日㈯ 2024国際航空宇宙展

2024年10月19日㈯ 搬出（即日撤去）

お問合せ
株式会社東京ビッグサイト
2024国際航空宇宙展 事務局
〒135-0063  東京都江東区有明3-11-1

Tel.  03-5530-1324　Fax. 03-5530-1222
E-mail bigsight-ja@tokyo-bigsight.co.jp
https://www.japanaerospace.jp/

開催概要

出展要項

会 　 場：東京ビッグサイト　西展示棟　全館
主 　 催：一般社団法人日本航空宇宙工業会
 株式会社東京ビッグサイト
展示規模：約30,000㎡（予定）
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〇飛躍する日本の航空宇宙産業
日本の航空宇宙産業は、防衛向けの機体のライセンス生産、小型機、大型機や衛星、ロケットの開発に加え、国際
共同開発・国際生産分担に数多く参画し、世界で重要な位置を占めています。産業の規模は、2010年代後半に生産
額2兆円を超えました。
コロナ禍による航空機需要減により減少していた生産額も、令和４年度には前年比13.6％増に転じ、今後も力強い
回復が見込まれます。
新型コロナウイルスの感染収束により民間向けエンジンの生産は回復基調で、ボーイング787、777Xといった民間
機も今後は増産の見通しであり、長期的には成長が見込まれます。また、防衛向けでは、令和4年に公表された防衛
力整備計画で示された固定翼機や回転翼機の安定的調達、および次期戦闘機の開発推進が期待されています。

〇業界を網羅する、幅広い出展対象
JA2024には国内外の主要企業、政府機関、大使館関係者、業界関係者が集結し、最新の世界市場状況に接するこ
とができます。また、航空宇宙防衛の製造、運航、整備のみならず、素材から部品、工作機械、計測・検査機器、ソフ
トウェア、商社、貨物輸送サービスまで幅広い業種の企業が出展します。来場者はもちろんのこと、出展者間におい
ても様々な分野でのビジネス拡大の機会が得られます。

〇新たな分野・トレンドを広く紹介
既存の出展分野に加え、JA2016・JA2018以来の開催となる本展では、近年活動が活発な脱炭素（SAF/水素/電
動化）や、UAM（空飛ぶクルマ/ドローン）、宇宙ビジネス（小型衛星利用/宇宙探査）などの分野を新たに設定し、出
展を募ります。機体・機器の製造および修理・整備、さらには素材の開発、旅客輸送サービスの提供など裾野が広い
既存の分野に加え、都市航空交通など新たな分野が生まれている航空宇宙産業の国内外の企業の新規参入の機会を
提供します。

この度のJA2024開催を機に新たにJAキャラクターが誕生しました。コロナ禍を
乗り越え、日本の航空宇宙産業界のＶ字回復の期待を込めて、フェニックス（不死
鳥）をモチーフにしています。愛称はJACKY（ジャッキー）です。皆様に可愛がって
もらえると嬉しいです。

JAキャラクター

JA2016  開催実績
開催規模

812社・団体
1,291小間

参加国・地域

31か国・地域

来場者数

世界の航空・宇宙・防衛産業が集まる国内最大級の展示会

航空宇宙産業を取り巻く環境はここ数年で大きく変化し、大きな拡がりを見せています。
メインテーマは今後の航空宇宙産業の拡大と多様化を表し、ともに航空宇宙産業の振興を図る思いを込めています。
JAは国内最大級の国際航空宇宙展であり、JA2024では、このテーマのもとで航空宇宙産業の力強い発展を、出展
者・来場者に広くアピールしていきます。
また、航空宇宙産業の拡大する分野を網羅し、JA2024の方向性を示す3つのサブテーマを定めました。
　　〇 SDGsへの航空宇宙産業の取り組み
　　〇 COVID-19 後の新しい輸送システム
　　〇 新しい人間活動領域
これらのサブテーマに従って、JA2024では従来の出展分野にとらわれず、近年活動が活発な脱炭素（SAF/水素/電
動化）や、アーバン・エア・モビリティ（空飛ぶクルマ/ドローン）、宇宙ビジネス（小型衛星利用/宇宙探査）にもすそ野
を拡げて、出展・来場を募集します。

メインテーマの英語版は

“SOARING for DIVERSITY, over the GLOBAL-SKY, into SPACE”
で、航空宇宙業界において対応が求められるSDGs分野が新たに展示会に加わることを象徴したタイトルです。
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もらえると嬉しいです。

JAキャラクター

JA2016  開催実績
開催規模

812社・団体
1,291小間

参加国・地域

31か国・地域

来場者数

世界の航空・宇宙・防衛産業が集まる国内最大級の展示会

航空宇宙産業を取り巻く環境はここ数年で大きく変化し、大きな拡がりを見せています。
メインテーマは今後の航空宇宙産業の拡大と多様化を表し、ともに航空宇宙産業の振興を図る思いを込めています。
JAは国内最大級の国際航空宇宙展であり、JA2024では、このテーマのもとで航空宇宙産業の力強い発展を、出展
者・来場者に広くアピールしていきます。
また、航空宇宙産業の拡大する分野を網羅し、JA2024の方向性を示す3つのサブテーマを定めました。
　　〇 SDGsへの航空宇宙産業の取り組み
　　〇 COVID-19 後の新しい輸送システム
　　〇 新しい人間活動領域
これらのサブテーマに従って、JA2024では従来の出展分野にとらわれず、近年活動が活発な脱炭素（SAF/水素/電
動化）や、アーバン・エア・モビリティ（空飛ぶクルマ/ドローン）、宇宙ビジネス（小型衛星利用/宇宙探査）にもすそ野
を拡げて、出展・来場を募集します。

メインテーマの英語版は

“SOARING for DIVERSITY, over the GLOBAL-SKY, into SPACE”
で、航空宇宙業界において対応が求められるSDGs分野が新たに展示会に加わることを象徴したタイトルです。
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空宙で織りなす、拡がる未来。
 そ ら

空宙で織りなす、拡がる未来。
2024国際航空宇宙展　メインテーマ
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出展対象 来場対象

3つの活動ポイント

SDGｓへの航空宇宙産業の取り組み “SDGs in Aerospace Industries”

航　空
・機体、機体装備品、機内装備品
・航空機エンジン、エンジン関連機器
・運航、運航支援、サービス、販売、物流
・航空関連素材/部品、燃料等消耗

資材、製造・加工、検査・測定、整備

宇　宙
・宇宙機器
・宇宙利用及び宇宙関連サービス
・宇宙関連素材/部品、燃料等消耗

資材、製造･加工、検査･測定

研究開発・エンターテインメント

・ＩＴソリューション、設計/試作支援
・行政機関、研究機関
・エンターテインメント

出展のメリット
■ビジネスマッチング
国外展示会でも実績があり業界標準ともいえる仏abe社・BCI　Aerospaceのビジネスマッチングシステムにより、
効果的に国内外企業との商談機会が得られます。
【JA2016実績】
商談回数：4,457回/2日間
参加企業：316社（24か国）〔内訳〕サプライヤー：284社（海外85、国内199）、バイヤー：32社（海外21、国内11）

■業界の第一人者による講演・セミナー
国内外の主要企業や政府機関から講師を招聘し、業界の第一人者による今後の予測等、航空宇宙産業の最新情報
を発信する講演・セミナーを実施。来場者の拡大に向け、充実した主催者企画を実施します。

■来場者誘致のためのプロモーション活動
多くの来場者を誘致するため、様々なプロモーション活動を実施いたします。

■最終日にはパブリックイベントを開催
最終日となる19日には、多彩なパブリックイベントを実施して、若年層を含めた広範囲の方々に航空宇宙産業に親し
んで頂き、航空宇宙の世界と将来性についての関心と理解につなげていきます。

【航空・宇宙・防衛機器製造・運用分野の
ビジネスパーソン】

・航空/宇宙/機械/電機/電子/
　精密機器・部品・材料
・航空輸送、航空関連インフラ
・整備、修理
・情報通信
・商社、代理店
・官公庁、公的団体、教育機関

【宇宙ビジネス関連の
ビジネスパーソン】

・宇宙利用
・宇宙探査
・宇宙インフラ
・宇宙スタートアップ

【脱炭素関連開発・製造・運用分野の
ビジネスパーソン】

・SAF開発/製造/供給/運用
・水素開発/製造/供給/運用
・電動化開発/製造/運用

【UAM関連開発・製造・活用分野の
ビジネスパーソン】

・ドローン/eVTOL/空飛ぶクルマ開発・
製造・運用
・UAM関連インフラ開発/製造/運用
・運送、物流、災害、測量、撮影、警備、
農業

【一般来場者】
・航空宇宙産業に興味のある全ての方
・航空宇宙産業に関わる全ての方

国内外の主要企業、政府機関、大使館関係者、業界関係者が集結する、日本最大級の航空・宇宙の総合展示会。
航空・宇宙・防衛の製造、運航、整備に加え、UAM・脱炭素などの新分野を加えた、幅広い業種の企業が出展予定。最先端の製品の情報を獲得できます！

COVID-19後の新しい輸送システム “Post COVID-19 Transportation”

新しい人間活動領域 “New Domain for Human Activities, Outer-Space & Cyber-Space”

UAM・脱炭素
・アーバン・エア・モビリティ（UAM）
・脱炭素
 　（SAF：サステナブル・アビエーション・
　  フューエル、水素、電動化）

◇展示会に関する最新情報の発信
　・公式WEBサイト上での情報更新
　・メールマガジン、DMの配信
　・SNS発信

◇広告展開・パブリシティ活動
　・デジタルツールや一般紙/業界
関連誌を活用した広告展開

　・パブリシティ活動

◇その他活動
　・海外展示会でのPR活動
　・国内外業界団体、行政機関への
協力依頼

会場の様子（JA2016） 講演・セミナー（JA2016）

ブルーイ ンパルスJr.（JA2016） F-35モックアップ（JA2016）
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航　空 宇　宙

機体、
機体装備品、
機内装備品

航空機
エンジン、
エンジン
関連機器

運航、
運航支援、
サービス、
販売、物流

航空関連素材/部品、
燃料等消耗資材、
製造･加工、
検査･測定、
整備

宇宙機器 宇宙利用及び
宇宙関連サービス

宇宙素材/部品、
燃料等消耗資材、
製造･加工、
検査･測定

・航空機

・誘導飛翔体

・機体関連機器/
　装備品

・電子/通信機器

・インテリア、
　座席、機内映像機器

・ロケット

・大型衛星

・小型衛星

・宇宙機器

・搭載機器

・衛星通信機器/設備

・宇宙素材/部品

・燃料等消耗資材

・製造/加工機械

・ドリル、工具

・検査/測定機器

・運航、
　エアライン

・空港設備/整備
　及び地上機材

・空港セキュリティ

・航空管制、地上局、
　通信

・航空関連サービス

・販売代理

・輸送

・ドローン利用
　サービス

・機体/
　エンジン素材・部品

・燃料等消耗資材

・SAF製造/供給

・水素製造/供給

・製造/加工機械

・ドリル、工具

・検査/測定機器

・整備

分野紹介
◇航空機や誘導飛翔体などの研究開発、製造、運用、維持等に関わる分野であり、製造であれば、機
体/エンジン/関連部品等の設計、素材、製造、試験、検査、販売、整備など、運航であればエアライ
ン、機体が離発着する空港のセキュリティや通信、施設や地上機材の建設など幅広い業種の企業
が国内だけでなく海外からも一堂に会します。国内外の政府機関、業界関係者も多数来場する本
展には、絶好のビジネスチャンスが拡がっています。
農業、測量、物流、災害、点検、調査、報道など、様々な分野で導入が進む最先端のドローン利用
サービスや、脱炭素の実現に向け世界中で研究開発が進むSAF(持続可能な航空燃料)やグリーン
水素の製造や供給事業などの未来を担う産業に、新たなビジネスマッチングの機会を創出します。

分野紹介
◇宇宙分野では、人工衛星/ロケット/地上設備などの製造関連、ロケットの打ち上げや、人工衛星な
どの宇宙インフラを利用した衛星通信や測位情報利用のようなサービスを提供する企業が出展し
ます。それに加え、サービスを享受するために必要な衛星放送受信アンテナやGPS付き携帯電話
の機器製造など、多くの企業が関わるこの分野に、国内だけでなく海外からも多数の企業が集結
します。
「新しい人間活動領域」は本展のサブテーマです。電子部品の小型化・高性能化から発展した小型
人工衛星。その衛星データを活用したサービスが農業や防災などに拡大している一方で宇宙ごみ
問題の解決も必要です。また、各国が目指している月や火星などへの宇宙探査に関連する技術や
ビジネスも進んでいます。現代のゴールドラッシュとも言われ、さらに新しいサービスやプロダク
トが生みだされると期待される宇宙ビジネス市場への新たな参入機会を創出します。

航空機 Ⓒ川崎重工業㈱ H3ロケット試験機1号機 ⒸJAXA 宇宙探査 ⒸJAXA サンプリング装置による試料採取 ⒸJAXASUBARU Bell 412EPX Ⓒ㈱SUBARU GEnx ⒸGEアビエーション社

出展分野

分野詳細 分野詳細

・ロケット打上げ

・宇宙環境利用

・宇宙（月・惑星）探査

・衛星画像

・測位情報

・通信/放送サービス

・小型衛星活用ビジネス

・軌道上サービス、
　スペースデブリ対策

・航空機用エンジン

・UAM用
　エンジン

・誘導飛翔体用
　エンジン

・エンジン補機及び
　関連機器

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW
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アーバン・エア・
モビリティ（UAM） 脱炭素

ＩＴソリューション、
設計/試作支援

行政機関、
研究機関

エンター
テインメント

・ドローン

・eVTOL

・空飛ぶクルマ

・バーティポート

・官公庁

・自治体

・大使館

・独立行政法人

・大学

・教育/研究機関

・諸団体

・航空宇宙産業クラスター

・報道、出版

・模型、グッズ

・旅行

・アミューズメント

・ゲームソフト

・宇宙旅行

・意匠デザイン

・SAF

・水素

・電動化

・航空宇宙産業のSDGs関連

分野紹介
アーバン・エア・モビリティ（UAM：Urban　Air　Mobility）とは、人や物を空を使って輸送する都市交
通システム（都市型航空交通）のことです。電動の垂直離着陸機（eVTOL：Electric　Vertical 
Take-Off and Landing aircraft）を主流とし、空の産業革命を実現しつつあるドローン、ドローン技
術を発展させ、2025年大阪・関西万博での運航実現を目指している空飛ぶクルマ、また、空飛ぶクル
マが離発着するための空港となるバーティポートなど、目白押しの最先端産業がJA2024の分野に
加わります。「COVID-19後の新しい輸送システム」を代表する、注目のUAM分野へビジネスを広げ
るチャンスです。

「SDGsの航空宇宙産業への取り組み」を本展はサブテーマに掲げています。SAF（持続可能な航空
燃料）は航空脱炭素化に向けた切り札とも言われ、早期導入・利用拡大が重要な課題です。また、新技
術である水素航空機や電動航空機なども含め、これらは航空機運航だけでなく空港などのインフラ
開発にも取り組んでいて、すそ野が拡がっています。新しい技術だけでなく従来技術の自動化、効率
化などの技術革新も含めてビジネスは拡大しており、世界共通のゴールであるSDGsへ貢献する分
野からの出展を募集します。JA2024を通じ、SDGsの達成に取り組んでいきます。

分野紹介
　最新DXやサイバースペースの活用により、設計・試作から製造・評価まで一貫したデータの活

用による最適、最短、少量多品種の開発製造が実現されています。また、データを活用したシ
ミュレーション技術は、設計分野から製造、評価、審査へとその適用範囲を大きく広げていま
す。JA2024はDXに関心を持つ出展者・来場者に対するマッチングの機会を提供します。

◇JA2024には、多くの研究開発機関や大学、独自技術を持つスタートアップやクラスターが参
加します。航空宇宙に関する総合展である本展は、将来の成長に向けた最新の研究開発動向、
新たなビジネス機会を得る絶好のイベントです。
コロナ禍による移動制限により、人々は空を旅する喜びと興奮を再認識しました。宇宙開発は
民間企業が主体となって進めており、今や、宇宙での暮らし（衣・食・住）が着目され、課題・ニー
ズを解決する新しいサービスやプロダクトが生みだされています。すでに旅行会社も参入し、
地上ではできない体験ができる宇宙旅行は人々の関心を集めています。JA2024では、土曜
日にパブリックデーを予定しており、エンターテイメント分野でも幅広い層へのアプローチが
可能です。

種子島宇宙センター宇宙科学技術館
 ⒸJAXA

宇宙ステーション ©アフロドローン 出典：経済産業省ウェブサイト
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Fameline Products Co., Ltd.
Hemaraj Land and Development Public Co., Ltd.
Idea Metalwork Co.,Ltd
K.P.S. Plating Co., Ltd.
Nopadol Panich Co., Ltd.
Norton Interweld Co., Ltd.
PCS Machine Group Holding Public Co., Ltd.
Perfect Harmony International Co., Ltd.
S.P. Automotive Products co., ltd
Somboon Advance Technology Public Company Limited
SUFFICIENT CO., LTD .
3D SCANNERS (THAILAND) Co., Ltd
Wandee pharmacy
WATTANA MOTOR WORKS CO., LTD.
WATTANA MOTOR WORKS CO., LTD.
Ya Thai Chemical Co., Ltd

（★）共同出展者

（★）共同出展者

2016年国際航空宇宙展　出展者一覧
国内出展者：五十音順

海外出展者：アルファベット順会期：2016年10月12日㈬～2016年10月15日㈯　　会場：東京ビッグサイト　西展示棟　全館
出展者数：812社・団体　　展示規模：1,291小間
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（参考）国際航空宇宙展2018東京　出展者一覧
国内出展者：五十音順

海外出展者：アルファベット順会期：2018年11月28日㈬～2018年11月30日㈮　　会場：東京ビッグサイト　東7・8ホール
出展者数：520社・団体　　展示規模：809小間

■ 国内出展者 （★）共同出展者

あ
株式会社IHI
　★アイ・エヌ・シー・エンジニアリング
　★株式会社IHIエアロマニュファクチャリング
　★株式会社IHIキャスティングス
　★株式会社IHI検査計測
　★株式会社IHIジェットサービス
株式会社IHIエアロスペース
あいち・なごやパビリオン
　★株式会社アイオーエム
　★曙工業株式会社
　★株式会社浅野製作所
　★熱田起業株式会社
　★井澤金属株式会社
　★石敏鐵工株式会社
　★株式会社 ウォンツ
　★エアログループ
　★株式会社NSR JAPAN
　★オーエムヒーター株式会社
　★加賀産業株式会社
　★株式会社蒲郡製作所
　★株式会社弘和鉄工所
　★株式会社三光製作所
　★株式会社三光刃物製作所
　★CJAC
　★株式会社セイコードー
　★高砂電気工業株式会社
　★東明グループ
　★長江紙器株式会社
　★ナカノアビエーション株式会社
　★名古屋商工会議所
　★名古屋品証研株式会社
　★株式会社パイオニア風力機
　★株式会社放電精密加工研究所
　★ミズホクラフト株式会社
　★株式会社山下工作所
　★株式会社レーザックス
株式会社アキュレイト
曙工業株式会社
株式会社アルテックス
　★シンコア
アンフェノールジャパン株式会社
アンペックス・ジャパン株式会社
イーグル工業株式会社
株式会社石川組
石敏鐵工株式会社
イネイブル株式会社
インターステラテクノロジズ株式会社
WEARE Pacifi c
株式会社　UCHIDA
宇宙航空研究開発機構
AeroEdge株式会社
エアロファシリティー株式会社
株式会社エヴァアビエーション
AC Ishikawa
（石川県航空機産業クラスター）
　★浅下鍍金株式会社
　★株式会社三洋製機
　★株式会社高林製作所
　★株式会社　二水
　★株式会社フィッテング久世
　★深田熱処理工業株式会社
　★株式会社　北菱
　★松本機械工業株式会社
　★株式会社マルショー
エクスロン・インターナショナル株式会社
NEC
NTN 株式会社
NTKインターナショナル株式会社
　★Airtech International Inc.
　★Kamatics Corporation
　★Starfi re Systems, Inc.
　★ DWA Aluminum Composites USA, 
Inc.

　★ Northrop Grumman Corporation 
Innovation Systems （NTKインターナ
ショナル株式会社）

　★Planetary Systems Corporation
　★ヘンケルジャパン株式会社
　★Martin UAV
　（NTKインターナショナル株式会社）
　★Robertson Fuel Systems
　（NTKインターナショナル株式会社）
NTT アドバンステクノロジ株式会社
ENERTOPIA JAPAN 株式会社
　★THERMOCOAX
MSR株式会社
公益財団法人　大分県産業創造機構
　★おおいた チャレンジャー
　　ワーキンググループ
　★佳秀工業株式会社
　★株式会社デンケン
大河内金属株式会社
株式会社オーサカステンレス
沖縄県航空関連産業クラスター
株式会社　オノックスエムティーティー

か
川崎重工業株式会社
　★日本飛行機株式会社
関東航空計器株式会社
岐阜県/各務原市
　★旭金属工業 株式会社
　★今井航空機器工業 株式会社
　★株式会社　岩田製作所
　★APCエアロスペシャルティ 株式会社
　★川崎岐阜協同組合
　★岐阜航空機部品クラスター
　★天龍エアロコンポーネント 株式会社
　★名北工業　株式会社
九電ビジネスソリューションズ株式会社
京セラ株式会社
京都航空宇宙産業ネットワーク(KAIN)
　★川崎機械工業株式会社
　★株式会社　草川精機
　★株式会社　毛戸製作所
　★株式会社　KOYO熱錬
　★三和化工株式会社
　★株式会社　中金
　★株式会社　寺内製作所
クニペックスツールズジャパン株式会社
公益財団法人群馬県産業支援機構
　★株式会社浅野
　★株式会社浦和製作所
　★高陽精工株式会社
　★株式会社町田ギヤー製作所
一般社団法人神戸市機械金属工業会
（神戸航空機クラスター）
　★伊福精密株式会社
　★株式会社オオナガ
　★カルモ鋳工株式会社
　★株式会社協栄
　★株式会社神戸工業試験場
　★佐藤精機株式会社
　★株式会社佐野鉄工所
　★株式会社ジェイテック
　★下里鋼業株式会社
　★大東化学株式会社
　★タカヤマ株式会社
　★株式会社阪神メタリックス
　★株式会社兵庫精密工業所
　★株式会社前田精密製作所
　★有限会社松本工作所
　★マルイ鍍金工業株式会社
　★山城機工株式会社
　★株式会社山本電機製作所
　★和田金型工業株式会社
コダマコーポレーション株式会社

さ
公益財団法人埼玉県産業振興公社

　★株式会社今泉精機
　★内田精研有限会社
　★株式会社大村製作所
　★株式会社キットセイコー
　★株式会社二光製作所
　★仁科工業株式会社
　★藤倉ゴム工業株式会社
坂口電熱株式会社
公益財団法人相模原市産業振興財団
　★株式会社河坂製作所
　★東京特殊印刷工業株式会社
　★二光光学株式会社
　★ワッティー株式会社
櫻護謨株式会社
株式会社ササキ
サニー・トレーディング株式会社
三洋機工株式会社
株式会社ジェイテクト
静岡県
　★株式会社アオヤマ精工
　（協同組合SOLAE）
　★有限会社岩倉溶接工業所
　（協同組合SOLAE）
　★株式会社エステック
　（協同組合SOLAE）
　★金子歯車工業株式会社
　（協同組合SOLAE）
　★神谷理研株式会社
　（協同組合SOLAE）
　★サカイ産業株式会社
　（協同組合SOLAE）
　★株式会社桜井製作所
　★城北機業株式会社
　（協同組合SOLAE）
　★株式会社中遠熱処理技研
　（協同組合SOLAE）
　★TSK株式会社
　★株式会社テクノ・モーター・エンジニアリング
　（協同組合SOLAE）
　★パイフォトニクス株式会社
　★パルステック工業株式会社
　★株式会社ブローチ研削工業所
　（協同組合SOLAE）
　★株式会社焼津精機
　（協同組合SOLAE）
株式会社 島津製作所
シマヅプレシジョンインスツルメンツインク
株式会社ジャムコ
株式会社ジュピターコーポレーション
国立研究開発法人情報通信研究機構
公益財団法人　新産業創造研究機構
（ひょうご航空ビジネス・プロジェクト）
　★明石化成工業株式会社
　★アリオテクノ株式会社
　★株式会社稲坂歯車製作所
　★株式会社 オオナガ
　★カルモ鋳工株式会社
　★川西航空機器工業株式会社
　★株式会社　きしろ
　★是常精工株式会社
　★佐藤精機株式会社
　★株式会社佐野鉄工所
　★株式会社シミズテック
　★株式会社 ジャスティード
　★株式会社城洋
　★神鋼検査サービス株式会社
　★新日本非破壊検査株式会社
　★新日本溶業株式会社
　★株式会社大日製作所
　★滝川工業株式会社
　★トーカロ株式会社
　★株式会社ナサダ
　★株式会社野村鍍金
　★パイオニア精工株式会社
　★ハマックス株式会社
　★株式会社兵庫精密工業所

　★有限会社ファインテック
　★福伸電機株式会社
　★前田工業株式会社
　★山城機工株式会社
　★株式会社山本金属製作所
　★美岡工業株式会社
新東Ｖセラックス株式会社
シンフォニアテクノロジー株式会社
新明和工業株式会社
スカイレーベル株式会社
　★トロンエアー
STAHLWILLE
スナップオン・ツールズ株式会社
株式会社SUBARU
住友精密工業株式会社
　★株式会社 シリコンセンシングシステムズジャパン
株式会社スリーディー・システムズ・ジャパン
相互発條株式会社
株式会社　ソルトン

た
大同特殊鋼株式会社
ダイトロン株式会社
大陽日酸株式会社
ダッソー・システムズ株式会社
谷田合金株式会社
多摩川エアロシステムズ株式会社
多摩川精機株式会社
中部航空宇宙産業クラスター
DSEI Japan 2019
DMG森精機株式会社
ディー・ディー・シー エレクトロニクス株式会社
デロイト トーマツ グループ
Tokyo Metropolitan Aviation Network
（東京都）
　★株式会社ウラノ
　★山王テクノアーツ株式会社
　★菅澤製機株式会社
　★株式会社大槇精機
　★地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター
　★同和鍛造株式会社
　★株式会社ナガセ
　★株式会社八洋
　★株式会社不二製作所
　★マークテック株式会社
　★三益工業株式会社
　★大和合金株式会社
　★株式会社由紀精密
　★株式会社吉増製作所
東京アイデアル株式会社
東京貿易テクノシステム株式会社
東北航空宇宙産業研究会/北海道航空ビジネス
検討会
　★秋田化学工業株式会社
　★秋田複合材新成形法技術研究組合
　★アキタ・リサーチ・イニシアチブ
　★アキモク鉄工株式会社
　★株式会社伊藤熱処理
　★株式会社エスイーシー
　★オールセーフ株式会社
　★川西精密株式会社
　★株式会社キメラ
　★株式会社京岡
　★キョーユー株式会社
　★株式会社コイワイ
　★株式会社三栄機械
　★鈴木機械株式会社
　★株式会社セイシンハイテック
　★株式会社橘機工
　★株式会社ディ・ビー・シー・システム研究所
　★東和工業株式会社
　★株式会社登米精巧
　★株式会社永澤機械
　★新妻精機株式会社
　★引地精工株式会社
　★株式会社ホリコー
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　★本田精機株式会社
　★株式会社本橋製作所
　★八十島プロシード株式会社
　★YURIホールディングス株式会社
　★米沢放電工業株式会社
　★株式会社ワールド山内
株式会社　東陽テクニカ
東レ・プレシジョン株式会社
株式会社　トードインターナショナル
特殊鋼加工技術を中核に航空機産業を目指す
企業グループ「SUSANOO」
　★出雲造機株式会社
　★株式会社キグチテクニクス
　★株式会社ナカサ
　★秦精工株式会社
　★株式会社ファデコ
　★馬潟工業有限会社
　★株式会社守谷刃物研究所
栃木県
　★株式会社アイ・シイ・エス
　★ウエサワワークス株式会社
　★エーシーエム栃木株式会社
　★亀田産業株式会社
　★菊地歯車株式会社
　★株式会社雀宮産業
　★株式会社テツカクリエート
　★栃木航空宇宙懇話会
　★株式会社バンテック
　★株式会社湯原製作所
トビー・テクノロジー株式会社

な
公益財団法人 長野県テクノ財団
　★エアロスペース飯田
　★株式会社 都筑製作所
　★有限会社 原製作所
株式会社ナセル
ナビコムアビエーション株式会社
ナブテスコ株式会社
NIIGATA SKY PROJECT
　★株式会社柿崎機械
　★佐渡精密株式会社
　★戸塚金属工業株式会社
　★新潟メタリコン工業株式会社
　★パールライト工業株式会社
　★株式会社丸菱電子
日本エヤークラフトサプライ株式会社
日本製紙クレシア株式会社
日本キスラー株式会社
一般財団法人日本航空機エンジン協会
一般財団法人日本航空機開発協会
公益社団法人　日本航空技術協会
独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）
日本マルコ株式会社

は
白銅株式会社
白光株式会社
株式会社ビック・ツール
株式会社ピューズ
　★日本ハイドロシステム工業株式会社
ひろしま航空機産業振興協議会
　★株式会社インタフェース
　★倉敷ボーリング機工株式会社
　★新中央工業株式会社
　★中外テクノス株式会社
　★株式会社日本パーカーライジング広島工場
　★株式会社三差製作所
　★株式会社明和工作所
株式会社ファソテック
福岡県航空機産業研究会（FAIN）
　★株式会社エヌ.エフ.ティ
　★株式会社九州電化
　★株式会社中島ターレット
　★日本ファインテック株式会社
　★株式会社フクネツ
　★株式会社富士製作所

　★ベルテクネ株式会社
福島県
　★会津 UV 漆グループ
　★ニダック精密株式会社
　★株式会社フジ機工
　★株式会社ミウラ
　★ミムラ工業株式会社
株式会社富士インダストリーズ
フジコーワ工業株式会社
株式会社フロージャパン
公益財団法人　防衛基盤整備協会
（BSK）システム審査センター
防衛装備庁
　★株式会社ソニック
　★株式会社トップウォーターシステムズ
　★株式会社リアルビズ
　★株式会社ワイピーシステム
　★ワテック株式会社
NPO法人　北海道宇宙科学技術創成センター
　★大樹町
　★NPO法人　北海道宇宙科学技術創成センター
　★北海道スペースポート研究会
ポリテックジャパン株式会社
本田技研工業株式会社

ま
マーポス株式会社
丸紅情報システムズ株式会社
　★株式会社ストラタシス・ジャパン
三重県
　★株式会社北岡鉄工所
　★株式会社コスモス・コーポレイション
　★大起産業株式会社
　★東洋工業株式会社
　★株式会社ナベル
　★光精工株式会社
　★株式会社前田テクニカ
　★みえ・航空宇宙産業推進協会
三井精機工業株式会社
三井物産エアロスペース株式会社
三菱重工業株式会社
　★三菱航空機株式会社
　★三菱重工航空エンジン株式会社
三菱商事テクノス株式会社
三菱電機株式会社
三菱マテリアル株式会社
武蔵エンジニアリング株式会社
名豊電機株式会社

や
山口県航空宇宙クラスター
　★株式会社アクシス
　★株式会社オーネックス　山口工場
　★株式会社黒磯製作所
　★株式会社伸和精工
　★中国電化工業株式会社
　★株式会社ひびき精機
　★公益財団法人やまぐち産業振興財団
郵船ロジスティクス株式会社
有限会社　横浜エンジニアリングサービス

ら
理研電具製造株式会社

■ 海外出展者 （★）共同出展者

A
Airbus
Arconic Fastening Systems

B
BCI Aerospace
Bell

C
Canada Pavilion
　★Advance GSE Corp.
　★Aeropol Aviation Services Corp.
　★CarteNav Solutions Inc.

　★CaseBank Technologies Inc.
　★City of Mississauga
　★Cyclone Manufacturing Inc.
　★FLYHT Aerospace Solutions Ltd.
　★Orbital Farm Inc.
　★Red River College
　★Satcom Direct
　★Shimco
　★Space Engine Systems Inc.
　★Viking Air Limited
　★ Virtek Vision International Inc.
CzechInvest
　★5M s.r.o.
　★Aircraft Industries, a.s.
　★Czech Space Alliance
　★ Embassy of the Czech Republic in 
Tokyo

　★esc Aerospace s.r.o.
　★Iguassu Software Systems, a.s.
　★ Investment and Business 
Development Agency CzechInvest

　★ Investment and Business 
Development Agency CzechInvest 
(Tokyo Offi  ce)

　★MGM Compro
　★Ministry of Defense of the Czech 
Republic
　★Moravian Aerospace Cluster
　★TOSEDA s.r.o.
　★TTS, s.r.o.

E
ELBIT SYSTEMS

G
German Aerospace Center (DLR)
GIFAS French Pavilion
　★AIR COST CONTROL
　★BOLLORE LOGISTICS JAPAN KK
　★DEDIENNE AEROSPACE
　★SEREME
　★SOCOMORE
グレンエア

H
Honeywell Intl Inc.

I
IAI- Israel Aerospace Industries Ltd.
ILA Berlin 2020 / Messe Berlin

K
Kongsberg Defence and Aerospace
Korea Aerospace Industries 
Association

L
LEONARDO
LOCKHEED MARTIN CORPORATION
LOCKHEED MARTIN CORPORATION

M
MARPA
MBDA

N
ニコマチック株式会社
　★株式会社ジェピコ
日本パリレン合同会社

P
Patria Helicopters AB
Pattonair

S
SAP MEDIA WORLDWIDE LTD.
si-Cluster  (Greek National Delegation)
　★Hellenic Association of Space 
Industries
　★Hellenic Space Agency
　★INASCO HELLAS

　★ Integrated Systems Development 
(ISD) SA

　★INTEROPERABILITY SYSTEMS 
INTERNATIONAL ‒ ISI HELLAS
　★Prisma Electronics
　★Theon Sensors
Society of Indian Aerospace 
Technologies and Industries (SIATI)

T
Taiwan Aerospace Industry Association
　★ Aerospace Industrial Development 
Corporation (AIDC)

　★MIN CHUN PRECISION CO.,LTD
　★ National Chung-Shan Institute of 
Science & Technology (NCSIST)

　★ YE FONG ALUMINIUM INDUSTRIAL 
LTD.

TAURUS Systems GmbH
タレス
The Boeing Company
　★Insitu, A Boeing Company
メキシコ大使館商務部PROMEXICO

U
UK Pavilion
　ADS Group Ltd
　Aero Metals Alliance
　BSIグループジャパン
（英国規格協会）
　Farsound Aviation
　Nasmyth Group
　Rolls-Royce
　テレダインe2v
　Tritech Group
　Ultra Electronics
　UTC Aerospace Systems 
US Pavilion
　アクセンチュア株式会社
　Advanced Tech Supply, Inc.
　　★Omega Technologies
　　★Tel-Instrument Electronics 
Corporation
　　★West Coast Industries
　Analytical Graphics, Inc.
　　★LSAS Tec Co.,Ltd.
　BAE Systems
　 General Atomics Aeronautical 
Systems, Inc.
　Gulfstream
　Hangsterfer's
　Kallman Worldwide
　L3 Technologies
　Northrop Grumman Corporation
　Pratt & Whitney
　Raytheon
　Rockwell Collins
　SAE International
　TW Metals, LLC.
　Washington State
　　★A&R Aviation Services Inc.
　　★AMGI, INC.
　　★ Gladiator Technologies Division of 

LKD Aerospace
　　★Hobart Machined Products, Inc.
　　★IDEA International Inc.
　　★Pierce County Council
　　★Port of Moses Lake
　　★RBC Signals
　　★Service Steel Aerospace
　Zephyr Tool Group
　　★株式会社ベッセル
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来場者アンケート
業種区分 職　種 購入・導入権限

官公庁・
公的団体・
教育機関

15%

商社・代理店
14%

その他
18%

航空輸送業 5%

学生 3%

営業・販売
27%

その他
14%

経営者・役員
14%

研究・
開発
12%

企画・マーケティング 8%
製造・生産技術 6%

行政職
6%

システム関連 2%

品質保証・検査 2%
資材・購買 2%

メンテナンス・リペア
1%

設計 5%

無回答 1%

購入・導入の
アドバイスをする

立場である
24%

特に役割はない
42%

購入・導入の
最終決定をする
権限がある 11%

ほぼ自分の決定に従って
購入・導入が決まる 11%

製品を利用する立場から
意見を言う 11%

無回答 1%無回答 1%

出展分野 出展目的（複数回答） 商談の場としての成果

その他 2%
同業他社が出展しているため 4%

新規顧客
獲得のため

29%

既存顧客への
営業・PRのため

19%
企業・団体の
PRのため

19%

市場調査のため
11%

ネットワーク
構築のため

8%

航空宇宙産業に
参入を希望
しているため 8%

製造業
44%

・来場者数の多さおよび出展企業のレベル、来場者の
グローバルさを高く評価。
・航空、宇宙関連の今後取引出来そうな企業といくつか
接点を持つことができた。

JA2016  アンケート結果

国際航空宇宙展　開催実績

出展者アンケート

出展者の声

製品購入・
導入に

関わりのある
来場者あり

※重複回答あり。
　未回答企業は除く。

機体、機体装備品、
機内装備品 11%

航空機エンジン、
エンジン
関連機器 6%

素材･部品、
燃料等消耗資材、
製造･加工機械、
検査･測定機器 15%

IＴソリューション、
設計･試作支援 11%

運航、運航支援、
サービス、販売、物流 13%

宇宙機器
及びサービス

18%

行政機関、
研究機関

15%

その他
11%

会場の様子（JA2016）

期待
以上
10%

期待通り
75%

期待以下
15%

期待以上・
期待通り
85％

第１章　総則
１条　名称
　 本展示会の名称を「2024国際航空宇宙展」とし、その愛称を「ジャパンエアロスペース 
2024」とする。英文名称は“Japan International Aerospace Exhibition 2024”とし、
その愛称を“Japan Aerospace 2024”とする。また略称を“JA2024”とする。

２条　主催者
　１． 一般社団法人 日本航空宇宙工業会と株式会社 東京ビッグサイト（以下「主催者」という）

が、 2024国際航空宇宙展（以下「本展示会」という）を共同主催する。
　２．主催者は本展示会の開催に関する一切の権限と責任を持つ。
３条　出展者
　１．本展示会に出展申込みを行い、主催者がそれを認めた機関、法人、団体を出展者とする。 
　２． 出展者は本展示会の展示・運営について、主催者の定める規則、または指示に従わなけ

ればならない。
　３． 主催者は、出展内容が本展示会の趣旨にそぐわないと判断した場合、出展を拒否することが

ある。なお、これにより生じる損害などに対して、主催者は一切の責任を負わないものとする。
４条　運営事務局
　１． 主催者は本展示会を実施するため、株式会社 東京ビッグサイトに国際航空宇宙展運営

事務局（以下「運営事務局」という）を設ける。
　２．主催者は、運営事務局に本展示会の開催における業務権限を委譲できる。
第２章　出展要領等
５条　出展の申込みと契約の成立
　１． 出展申込者は、本出展規則を遵守することを同意した上で、本展示会の公式ウェブサイト

の出展申込ページにて、必要事項をオンラインで入力し、運営事務局に出展を申込む。
　２． 運営事務局は、申込み内容を確認し展示会の趣旨に適合すると考えられる出展申込者に

対して、「申込確認書」を送付する。
　３． 出展申込者と主催者との契約（以下「出展契約」という）の成立は、この「申込確認書」をオ

ンラインで発送した時点をもって成立する。
　４． 主催者は、契約の成立後においても、出展内容が本展示会の趣旨にそぐわないと判断し

た場合、出展を拒否することがある。なお、これにより生じる損害などに対して、主催者は
一切の責任を負わないものとする。

６条　出展料金
　１．出展料金は日本国通貨で支払うものとする。
　２． 一般（国内・海外）の出展料金は、560,000円（税別）/1小間とする。1小間は9m²（間口

3m×奥行3m、高さ2.7m）とする。
　３． 一般社団法人 日本航空宇宙工業会の正会員及び賛助会員は、出展料金の5％の割引が

適用できるものとする。
　４． 官公庁、自治体、NPO法人、独立行政法人、学校等の公益法人、団体、海外大使館が出展

する場合、出展料金の10％の割引が適用できるものとする。
　５． 実機またはモックアップの展示物を屋内に展示するに当たり、36㎡以上のスペースを必

要とする場合は、該当の展示物を屋内大型展示物とみなし、大型展示物の小間面積（展
示物の全長×全幅から算出した面積を小間単位で計上）に対してのみ、出展料金の30%
の割引が適用できるものとする。

　６． 本条3項及び4項は、屋内大型展示物の小間面積を除く、小間面積に割引を適用し、割引
条件が重複した場合は、より割引率が高い方を適用する。

　７．主催者が別に割引を認めた場合は、本条2項～6項の限りではない。
７条　出展料金の請求と支払い
　 出展契約の成立後、運営事務局は出展者に出展料金を請求し、出展者は出展料金を2024年
（令和6年）5月31日までに、本規則第8条で指定する口座に振り込むものとする。
８条　出展料金等の支払先
　 出展者が支払うべき出展料金、本規則第14条及び第15条に規定されたキャンセル料金や
違約金の支払先は、次のとおりとする。
　銀行名：みずほ銀行 東京営業部 普通口座番号：4521490 口座名：株式会社東京ビッグサイト
９条　振込手数料等
　１． 会期中の経費を含む出展に係る料金の支払いについて、発生する全ての手数料（送金手

数料、円為替取扱手数料、外貨受払手数料、コルレス先支払手数料、被仕向送金手数料、
等）は、出展者が負担するものとする。

　２． 前項の手数料に不足が生じた場合、主催者は出展者に対し、当該不足額に加え、不足額と
同額の事務手数料を加算して、請求することができる。

10条　出展小間位置の決定・再配置
　１． 出展小間位置の決定は、ゾーニング、出展分野、小間の大きさ、過去の出展回数等を勘案
し、主催者が決定するものとする。この場所について、出展者は主催者に対して異議・変
更の申し出を行うことはできない。また、主催者は出展小間位置の決定方法について、出
展者に公開をしない。

　２． 主催者は展示効果向上等のために小間位置発表後も、小間を再配置できるものとする。
その場合、出展者は主催者に対し小間位置の変更やそれにより発生する経費について、
賠償請求はできないものとする。

11条　小間の転貸等の禁止
　 出展者は、出展契約に基づく出展の権利及び自社の小間を主催者の承諾なしに転貸、売買、
交換あるいは譲渡することはできないものとする。ただし、事前に主催者に届け出てその承
諾を得た共同出展者に対して、出展小間内の一部を使用させまたは貸与する場合は、この
限りではない。
12条　出展物等の設置及び撤去
　１． 出展物等の会場への搬入と設置は、別途、運営事務局が通知する時間内に行うものとす

る。出展者が、この時間内までに小間を占有しなければ、主催者は契約が解除されたもの
とみなすものとする。その際、出展者は同日を出展解除日として、第14条に定めるキャン
セル料金を主催者に支払うものとする。

　２． 会期中の出展物等の搬入、移動、搬出について、出展者は必ず運営事務局の承認を得る
こととし、承認後に作業を行うものとする。

　３． 小間内の出展物及び装飾物等は、後日、運営事務局が通知する時間内に撤去しなければ
ならないものとする。この時間内までに撤去されないものは、主催者が撤去し、主催者が
当該撤去に関して負担する費用はすべて出展者が負担するものとし、別途、運営事務局
の請求に基づいて主催者に支払うものとする。

13条　禁止事項
　出展者は次の行為をすることはできない。
　　１）出展物を即売すること。（出展物に関連する書籍類他主催者が認めるものは除く。）
　　２） 会場の建物および敷地内において、出展者が出展小間以外で出展物の展示もしくは

装飾施工またはカタログの配布等の宣伝行為をすること。ただし、主催者が事前に承
諾した場合、この限りではない。

　　３）他の出展者、来場者および主催者に迷惑となる行為
　　４）出展小間を含む会場の建物、設備または敷地に損害を及ぼす様な行為
　　５）本出展契約条項等において禁止された行為
　　６）その他、主催者が不適切と判断した行為
第３章　出展の取止め・解除
14条　出展者による出展の取止め・解除
　１． 出展者は出展の全部または一部を取止める場合、取止めの旨及びその理由を明記した

書面を運営事務局に提出し、これを主催者が認めることにより出展契約は解除されるも
のとし、解除に基づいて下記キャンセル料金を主催者に支払うことにより出展の取止め
をすることができるものとする。なお、キャンセル料金は書面の到着を運営事務局が確認
した日時をもって出展取止日として算定するものとする。

　　１）出展取止日が2024年（令和6年）5月31日までの場合：出展料金の10%
　　２）出展取止日が2024年（令和6年）6月1日以降の場合：出展料金の100%
　２． 出展者の支払った出展料金の総額（以下「既支払額」という）が負担すべきキャンセル料

金に満たないときには、出展者は直ちにその差額を支払うものとする。出展者の既支払
額が負担すべきキャンセル料金を超えているときには、主催者から出展者へその超過分
を返還するものとする。

　３． 出展者が出展形態を変更する場合は、展示会開催日の60日前までに変更内容を運営事
務局に申し出、主催者が認めた場合に限り変更することができるものとする。

15条　主催者による出展の取止め
　１． 主催者は申込確認書の発行後においても、当該出展者が本展示会にふさわしくないと判

断した場合、既に払い込まれた出展料金を返還することを条件に出展を取止め、出展契
約を解除することができるものとする。

　２． 主催者は指定された期日までに出展料金を支払わない出展者については、その出展を
取止め、出展契約を解除することができるものとする。

　３． 前項に基づき主催者が出展契約の解除を実施した場合、主催者は書面をもって出展者に
出展契約の解除を通知し、その書面発行日を出展解除日とする。なお、出展契約の解除
を通知された出展者は、出展解除日を基準として以下の金額を違約金として主催者に支
払うものとする。

　　１）出展解除日が2024年（令和6年）5月31日までの場合：出展料金の10%
　　２）出展解除日が2024年（令和6年）6月1日以降の場合：出展料金の100%
　４． 主催者は、出展者が暴力団、暴力団員、暴力団関係者、暴力団関係企業、総会屋、社会運動

等標榜ゴロ等（総称して「反社会的勢力」という）と判明した場合や本展示会にふさわしくな
いと判断した場合、何ら催告を要しないで、出展契約を解除することができるものとする。
この場合、当該出展者に損害が生じても主催者は一切の責任を負わないものとし、主催者
は、これによって生じた損害を当該出展者に請求することができるものとする。また、当該
出展者から既納の出展料金がある場合、主催者は当該出展者へ返還しないものとする。

第４章　補償義務等
16条　本展示会の中止・中断
　１． 本展示会（またはその一部）が、不可抗力的事由により開催または継続が不可能または

困難であると主催者が判断した場合、主催者は開催の中止または中断、開催日時の変更、
会場規模の変更をすることができる。出展者はいかなる場合でも、その決定により被った
被害の損害賠償を主催者に対して請求することはできないものとする。

　２． 前項の不可抗力的事由とは、台風、洪水、風害、疫病、地震、火災、爆発その他の事故、テ
ロ行為・暴動または内乱、ストライキ、その他の労働争議、さらに国及び地方公共団体等
による規制または要請、展示会が開催される土地建物が入場に不適当となった場合をい
うものとする。

　３． 主催者が本条1項により2024年（令和6年）6月1日以降開催を中止とした場合、既納の
出展料金から必要経費を差し引いた差額を出展者に返金する。なお、中止を決定した時
点で出展契約後の出展者が出展料金を支払っていない場合、出展者は主催者に必要経
費を支払うものとする。

17条　出展者の管理と主催者の免責
　１． 主催者は、本展示会の円滑な運営を行うため、出展者に対し搬入出・展示および実演等の

中止・制限その他必要な措置を求めることができる。この場合、出展者は主催者の求めた
措置を出展者の負担により直ちに実施しなければならない。

　２. 出展者が前項の措置を怠った場合、主催者は出展者に代わって必要な措置をとることが
できる。これに要する費用は出展者が負担するものとする。なお、主催者はこれにより出
展者に生じる損害等について一切の責任を負わない。

　３． 主催者はいかなる場合にも、出展物、出展に付帯して会場に搬入された物品（出展者及び
その関係者が携帯した所持品を含む）、あるいは展示小間設備のいずれか、もしくはその
すべてに生じた盗難、減失、損害などの一切の物的損害について、補償の義務を負わな
いものとする。

　４． 主催者はいかなる場合にも、出展者による展示（デモンストレーションを含む）、あるいは出
展者が本展示会に出展したことのいずれか、もしくはそのすべてが原因となって、出展者、
出展者の使用人、もしくは代理人、その他の関係人、あるいは第三者のいずれか、もしくは
そのすべてに生じた物的損害及び人的損害について、補償の義務を負わないものとする。

18条　出展物の管理と主催者の免責
　 出展物の管理責任は出展者にあるものとし、あらゆる原因から生じる損失または損害につ
いて出展者、その代理人または共同出展者の、故意または過失により、主催者または第三者
に生じた損害等について、連帯して責任を負い、主催者はその責任を負わないものとする。
19条　出展物
　１． 出展者は、出展申込時に出展分野および出展詳細分野を指定し、承認を受けた出展申込

書に記載された出展分野の製品のみを展示することができる。出展する製品に変更があ
る場合、遅滞なく主催者に連絡し、改めて承認を受けなければならない。

　２． 出展者が前項により出展が認められる製品とは異なる製品を出展した場合、主催者は出展
者に代わって必要な措置をとることができる。これに要する費用は出展者が負担するもの
とする。なお、主催者はこれにより出展者に生じる損害等について一切の責任を負わない。

20条　損害賠償
　 出展者は、自己またはその代理人の不注意その他主催者の責めに帰すことのできない事由
によって生じた会場設備の損壊、第三者の展示小間設備や展示物の損壊等の物的損害及
び人的損害について一切の損害を賠償するものとする。
第５章　保税展示
21条　保税展示場
　 主催者は本展示会の会場のうち展示場部分については保税展示場の申請を行う。保税貨
物を展示する出展者は、運営事務局からの別途案内に基づき、指定された期日までに届け
出を行うものとする。なお、期日までに保税貨物の届け出が無い場合は、展示はできないも
のとする。

第６章　その他
22条　招聘保証書の発行について
　 出展者は、主催者にVISA（査証）の発給に必要な招聘保証書等の書類の発行を要求するこ
とはできない。
23条　規則の順守
　１． 出展者は、本出展規則、及び主催者が別途定める規則等（出展要項、出展申込書、出展者

マニュアル等、以下総称して「規則」という）を遵守しなければならないものとする。
　２． 主催者は、やむを得ない事情等により規則を変更することができるものとする。出展者は

あらかじめこれに同意し、変更後の規則を遵守しなければならないものとする。
　３． 出展者がこれら規則に違反した場合、理由の如何にかかわらず、主催者は出展を拒否ま

たは取止めをし、出展契約を解除することができるものとする。この際に生じる損害等に
対して、主催者は一切の責任を負わないものとし、出展者の違約金については第15条３
項の規定を準用するものとする。

24条　準拠法・日本国法令規定の遵守
　 規則及び関係契約は、日本法を準拠法とし、日本法に従って解釈されるものとする。また、出
展者は、日本国法令規定を遵守しなければならない。特に航空関係の法令、消防関係法令
及び武器の輸出入に関係する法令に留意するものとする。
25条　個人情報の取り扱い
　１． 出展者が本展示会において、個人情報を取得する場合、個人情報保護法および関係法令

を遵守し、適正な取得・管理・運営を行わなければならない。
　２． 個人情報の利用に際しては、予めその目的を公表・通知し、その範囲内で利用しなければ

ならない。
　３． 出展者の個人情報の取得・管理・運営および利用に際し生じた第三者との紛争について

は、出展者の責任において解決するものとする。
26条　管轄裁判所
　 主催者および出展者が本出展契約から生ずる紛争について訴訟を行う場合、東京地方裁判
所を第一審の専属管轄裁判所とすることに合意する。
27条　使用言語
　 本規則及びそれに関連して主催者が作成・開示する各書類の使用言語は、日本語を正とす
るものとする。
28条　疑義
　 本規則に定めていない事項、あるいは疑義のある場合については主催者が最終決定権を
保持するものとする。

出展規則
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来場者アンケート
業種区分 職　種 購入・導入権限

官公庁・
公的団体・
教育機関

15%

商社・代理店
14%

その他
18%

航空輸送業 5%

学生 3%

営業・販売
27%

その他
14%

経営者・役員
14%

研究・
開発
12%

企画・マーケティング 8%
製造・生産技術 6%

行政職
6%

システム関連 2%

品質保証・検査 2%
資材・購買 2%

メンテナンス・リペア
1%

設計 5%

無回答 1%

購入・導入の
アドバイスをする

立場である
24%

特に役割はない
42%

購入・導入の
最終決定をする
権限がある 11%

ほぼ自分の決定に従って
購入・導入が決まる 11%

製品を利用する立場から
意見を言う 11%

無回答 1%無回答 1%

出展分野 出展目的（複数回答） 商談の場としての成果

その他 2%
同業他社が出展しているため 4%

新規顧客
獲得のため

29%

既存顧客への
営業・PRのため

19%
企業・団体の
PRのため

19%

市場調査のため
11%

ネットワーク
構築のため

8%

航空宇宙産業に
参入を希望
しているため 8%

製造業
44%

・来場者数の多さおよび出展企業のレベル、来場者の
グローバルさを高く評価。
・航空、宇宙関連の今後取引出来そうな企業といくつか
接点を持つことができた。

JA2016  アンケート結果

国際航空宇宙展　開催実績

出展者アンケート

出展者の声

製品購入・
導入に

関わりのある
来場者あり

※重複回答あり。
　未回答企業は除く。

機体、機体装備品、
機内装備品 11%

航空機エンジン、
エンジン
関連機器 6%

素材･部品、
燃料等消耗資材、
製造･加工機械、
検査･測定機器 15%

IＴソリューション、
設計･試作支援 11%

運航、運航支援、
サービス、販売、物流 13%

宇宙機器
及びサービス

18%

行政機関、
研究機関

15%

その他
11%

会場の様子（JA2016）

期待
以上
10%

期待通り
75%

期待以下
15%

期待以上・
期待通り
85％

回数 名　称 開催期日 場　所 参加国 参加団体数 来場者数
1 東京航空宇宙ショー 1966年11月３日～11月6日 航空自衛隊入間基地 2か国 42 38万人
2 東京航空宇宙ショー 1968年10月9日～10月13日 航空自衛隊入間基地 6か国 96 50万人
3 国際航空宇宙ショー 1971年10月29日～11月3日 航空自衛隊小牧基地 8か国 177 50万人
4 国際航空宇宙ショー 1973年10月5日～10月11日 航空自衛隊入間基地 8か国 119 61万人
5 国際航空宇宙ショー 1976年10月16日～10月24日 航空自衛隊入間基地 8か国 123 48万人
6 国際航空宇宙ショー 1979年11月17日～11月25日 航空自衛隊入間基地 9か国 122 27万人
7 国際航空宇宙ショー 1983年10月29日～11月6日 航空自衛隊岐阜基地 7か国 110 43万人
8 1991年国際航空宇宙展 1991年 2月14日～ 2月18日 幕張メッセ 10か国 259 8万人
9 1995年国際航空宇宙展 1995年 2月15日～ 2月19日 幕張メッセ 24か国 282 8.4万人
10 2000年国際航空宇宙展（東京エアロスペース2000）2000年 3月22日～ 3月26日 東京ビッグサイト 24か国・地域 297 11万人
11 2004年国際航空宇宙展 2004年10月6日～10月10日 パシフィコ横浜 24か国・地域 346 11万人
12 2008年国際航空宇宙展 2008年10月1日～10月5日 パシフィコ横浜 22か国・地域 529 4.2万人※1

13 2012年国際航空宇宙展 2012年10月9日～10月14日 ポートメッセなごや／
中部国際空港 セントレア 32か国・地域 636

28
4.2万人※2

12万人※3

14 2016年国際航空宇宙展 2016年10月12日～10月15日 東京ビッグサイト 31か国・地域 812 4.4万人
15 国際航空宇宙展2018東京 2018年11月28日～11月30日 東京ビッグサイト 17か国・地域 520 2.7万人
※1  2008年以降は、来場者数の把握を延人数から登録者数によるカウントに変更した。　※2  ポートメッセなごやの来場者数。　※3  中部国際空港セントレアの来場者数。
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